
五彩 昆虫文 鼻煙壺
19～20世紀 (沖正一郎コレクション) 

サイズ：高 8.5、幅 2.9（cm）

INFORMATION

咲くやこの花館
〒538-0036
大阪市鶴見区
緑地公園2-163

TEL：06-6912-0055

FAX：06-6913-8711

https://www.sakuyakonohana.jp/

休 館 日
月曜休館（休日の場合はその翌平日）

開館時間
10:00～17:00（入館は16:30まで）

入 館 料
大人 500円
※中学生以下、障がい者手帳等をお持ちの方（介護者1名を含む）、
　大阪市内在住の65歳以上の方は無料【要証明（生徒手帳、健康手帳、
　敬老優待乗車証等の原本）】30人以上は団体割引あり。

アクセス
Osaka Metro長堀鶴見緑地線「鶴見緑地」駅下車
徒歩約10分

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を実施しています。
最新情報をホームページでご確認ください。

　清時代（1644～1912）、中国では粉末状のたばこを鼻から吸う「嗅ぎたばこ」が上流階級の間で流行し、
これを入れて持ち運ぶ鼻煙壺が流行しました。本作は、わずか 8.5cmの器面にびっしりと計 72 匹の虫が
描かれた陶磁器製の鼻煙壺。 蜂、蝶、キリギリスや蜘蛛、そしてムカデなど種々様々な虫は、いずれも吉祥
のシンボルとして好まれてきました。一見すると、カラフルで爽やかな印象ですが、目を凝らしてじっくり見
てみると、触覚や足の1本1本、色彩のグラデーションまでがリアルに描かれています。あなたは何種類の
虫を探せましたか？ 気づいた数だけ幸せになれるかもしれません。 大阪市立東洋陶磁美術館 学芸員　宮川典子

※改修工事のため2024年春（予定）まで休館

期 間中、フラワーアテンダン
トによるスペシャルツアー

を毎日開催。館内をまわりながら
カカオとコーヒーをはじめ、世界
の植物をご紹介します。また「香
りの展示」としてコーヒー豆の香
り比べや、カカオからチョコレート
になるまでがわかる実物展示も。
　その他、コーヒーやカカオのプ
ロフェッショナルな方々をお迎え
してワークショップを開催！
　この冬、是非、咲くやこの花館
へお越しください。

大阪市立
東洋陶磁美術館

住所 〒530-0005 大阪市北区中之島1-1-26　TEL 06-6223-0055 FAX 06-6223-0057
ホームページ https://www.moco.or.jp　アクセス ●京阪中之島線「なにわ橋駅」1号出口すぐ
●Osaka Metro・京阪本線「淀屋橋駅」1号出口、「北浜駅」26号出口各駅から約400ｍ　

大阪歴史博物館 大阪市立自然史博物館大阪城天守閣 大阪市立美術館 大阪市立東洋陶磁美術館
大阪市文化財協会 天王寺動物園大阪市立科学館 大阪中之島美術館 大阪くらしの今昔館

大阪市立の博物館・美術館・動物園　Osaka Museums　https://museums.ocm.osaka
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